
アーカイブ実践報告２ 自由学園資料室

アーカイブの可能性

～書籍『自由学園一〇〇年史』 、DA「自由学園100年+」の作成から～

自由学園資料室 菅原然子

2023年1月18日

令和4年度「女性アーカイブ研修」

国立女性教育会館

１． 本日のテーマ

２．自己紹介&自由学園及び資料室紹介

３． アーカイブから書籍、DAへ

４．まとめ
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本日の内容

１． 本日のテーマ

２．自己紹介&自由学園及び資料室紹介

３． アーカイブから書籍、DAへ

４．まとめ
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本日の内容 １． 本日のテーマ
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アーカイブの可能性

組織のアーカイブを整備し、活用をす
すめることが、組織の自己検証、社会
発信につながる。



１． 本日のテーマ

２．自己紹介&自由学園及び資料室紹介

３． アーカイブから書籍、DAへ

４．まとめ
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本日の内容 ２．自己紹介&自由学園&自由学園資料室紹介
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自由学園資料室（2010年～）主に幼児生活団、初等部
の歴史資料整理、調査
『自由学園一〇〇年史』編纂委員
DA「自由学園100年+」作成委員

アーカイブズカレッジ（国文学研究資料館主催）受講（2018，
19年）

国立公文書館認証アーキビスト（2020～）

自己紹介 菅原然子（すがわらのりこ）

自由学園（現在）の紹介
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一貫教育
幼児生活団幼稚園
初等部（小学校）
中等科（男女別学）
高等科（男女別学）
最高学部（大学部・各種学校）

少人数制
全校生徒数（幼～大）約800名
全教職員数 約260名

キリスト教を土台として

創立者の「女性」へのまなざし
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羽仁もと子（1873～1957）、吉一（1880～1955）

1903年 『家庭之友』の創刊（1908年より『婦人之友』）

1906年 『家庭女学講義』出版

1919年 女学校同窓連合会発足（～1920頃）

1921年 自由学園（高等女学校相当および高等科）

1930年 友の会（『婦人之友』読者の会）発足

1933年 生活大学（卒業生による社会活動を土台として）



自由学園の歴史

9

19211957

自
由
学
園
創
立
（
女
学
校
・
高
等
科
）

自
由
学
園
小
学
校
設
立

目
白→

南
沢
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

自
由
学
園
男
子
部
設
立
（
各
種
学
校
）

幼
児
生
活
団
設
立
（
育
児
組
合
）

―

戦
争
の
時
代―

自
由
学
園
最
高
学
部
設
立
（
大
学
部
）

創
立
者
死
去
（
５
５
，
５
７
年
）

19571988

第
二
代
学
園
長
就
任

生
徒
数
増
加
・
安
定
経
営

周
年
行
事
ご
と
の
建
物
の
新
設

第
二
代
学
園
長
死
去

19882022

ー
バ
ブ
ル
崩
壊
・
経
済
低
迷
期
へ
ー

少
子
化
等
に
よ
る
生
徒
数
減
少

幼
児
生
活
団
幼
稚
園
化

広
報
活
動
の
強
化

１
０
０
周
年
へ
：
大
胆
な
学
校
改
革

創造の時代継承の時代変革の時代

自
由
学
園
資
料
室
発
足
（
２
０
０
２
）

創
立
１
０
０
周
年
（
２
０
２
１
）

ー
高
度
経
済
成
長
期
ー

10

自由学園資料室紹介
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自由学園資料室紹介
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組織アーカイブズ

公文書類など 生徒の作品や活動記録など

自由学園資料室紹介 登録済み資料：約2万6千点、うちDA公開資料約1,100点



自由学園資料室紹介～歴史～
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年 事項

2001 『自由学園80年小史』発刊

2002 自由学園資料室発足 資料調査・整理本格化

2010 「一〇〇年史準備委員会」発足
「I.B.MUSEUM SaaS」導入

2018 創立100周年記念事業として、年史（書籍）、DA開設決定

2019～ 年史作成、DA構築

2021 『自由学園一〇〇年史』発刊（12月1日）
DA「自由学園100年+」開設（12月6日）

2022 自由学園明日館公開講座「『自由学園一〇〇年史』を読む」全4回
を開講

１． 本日のテーマ

２．自己紹介&自由学園及び資料室紹介

３． アーカイブから書籍、DAへ

４．まとめ
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本日の内容

３．アーカイブから書籍、DAへ
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■歴史の継承の問題
教職員の中での卒業生の比率→5割程度

「語り」以外での継承の必要性

一次資料を土台とした書籍、及びDAを作る

なぜ資料を活用するのか？ なぜ、年史やDAを作るのか？
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アーカイブと書籍、DAの関係
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書籍『自由学園一〇〇年史』（A5判 ８００頁）

・一次資料に基づいて執筆する
・出典を明示する（「注」の充実）

読者が「注」をガイドに自ら一次資料
へアクセスできる

18

書籍『自由学園一〇〇年史』（目次）
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書籍『自由学園一〇〇年史』（注）
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書籍『自由学園一〇〇年史』（索引）
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アクセスしやすさを重視したDA

DA「自由学園100年+」
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DA「自由学園100年+」のご紹介（デモンストレーション）

１． 本日のテーマ

２．自己紹介&自由学園及び資料室紹介

３． アーカイブから書籍、DAへ

４．まとめ
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本日の内容

2424

明日館公開講座 公開シンポジウム

書籍『自由学園一〇〇年史』 DA「自由学園100年＋」

東久留米市市民大学
講師：資料室員

など

大学史資料協議会

企業史料協議会
専門図書館協議会

外部発表

保護者読書会
教員研修（教師）
自校史教育（生
徒・学生）

など

自校での
利活用

アーカイブズ

歴史を知るツール

ツール利用の
アウトプット

アイデンティティ ブランディング

国立女性教育会館



参考文献他
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■『自由学園一〇〇年史』自由学園一〇〇年史編纂委員会編 自由学園出版局
2022年
■ DA「自由学園100年+」（https://archives.jiyu.ac.jp/）
■私立学校におけるアーキビストの役割に関する一考察 菅原然子『生活大学
研究』6巻1号 2021年（J-stage公開
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jiyu/6/1/6_44/_article/-char/ja）
■私立学校におけるデジタルアーカイブ構築の実践例：「自由学園100年+」
の構想から開設まで 菅原 然子, 村上 民『デジタルアーカイブ学会誌』6巻s2
号 2022年（J-stage 公開
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsda/6/s2/6_s91/_article/-char/ja）
■TIMEMAP（ https://timemap.info/）


